
 

 
 

平成 25 年 10 月 15 日 
 

 
統計 GIS 機能の試行運用開始 

－統計におけるオープンデータの高度化－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 総務省統計局は、平成 25 年５月 28 日付け報道資料（参考１）のとおり、統計にお

けるオープンデータの高度化を進めることとしており、今回、「②統計ＧＩＳ機能の強

化」について、独立行政法人統計センターが運用する「次世代統計利用システム」上

で、10 月 18 日（金）午前 10 時から試行運用を開始することになりました。 

 

 ○ 今回の試行運用の御利用に当たっては、「次世代統計利用システム」のトップページ 

（http://statdb.nstac.go.jp/）（参考２）から利用登録をお願いします。なお、御登 

録に当たっては、利用規約を御確認下さい。 

   ※「次世代統計利用システム」のトップページには、統計局ホームページ、統計

センターホームページからもアクセス可能です。 

 

○ 今回の試行運用で利用可能な統計データは、総務省統計局が提供している小地域に

係る以下の統計調査結果です。 

平成 22 年国勢調査、平成 17 年国勢調査、平成 12 年国勢調査、平成 21 年経済セン 

サス-基礎調査、平成 18 年事業所・企業統計調査、平成 13 年事業所・企業統計調査 

 

○ 総務省としては、本格運用に向け、今回の試行運用を通じて、機能やシステム負荷

等の検証や利用者からの意見等の把握を行ってまいります。 

 

○ なお、参考１の「①ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築」について、

６月 10 日（月）からＡＰＩ機能の試行運用を開始していますがその運用状況等は参考

３のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 
【統計におけるオープンデータ政策全般】 
統計局統計情報システム課 

      担当：松下補佐 並木係長 
直通 03-5273-1007 
FAX  03-3203-8358 

【試行運用に係る利用方法等関係】 
（独）統計センター 経営企画室 

     担当：赤谷課長代理 
直通 03-5273-1206 
FAX  03-5273-1290 

総務省は、統計データの高度利用環境の構築のため、平成 25 年 10 月 18 日（金）

午前 10 時から、統計ＧＩＳ機能の試行運用を開始します。 

今回試行運用を開始する統計ＧＩＳ機能では、地図上で任意に設定したエリア

における統計データを表示することや、そこにユーザーが保有する各種データを

取り込んで分析することが可能となるなどの機能を提供します。 

これにより、防災や都市計画等の公的利用における促進や、商圏の設定や地域

販売戦略のマーケティング等の民間利用における促進等につながるものと考えて

おります。 

 



 

 
 

平成 25 年５月 28 日 
 

 
統計におけるオープンデータの高度化 

 

 総務省は、政府統計のポータルサイトである e-Stat などで広く公開してい

る政府統計データについて、より高度な利用を可能とする取組についてまとめ

ました。 

 

○ 総務省統計局は、政府統計の中核的機関として、人口や事業所・企業、消費など国

の基幹となる重要な統計を作成しております。データ提供の面においても、e-Stat を

通じ広く公開してきました。 

    （政府統計の総合窓口(e-Stat) http://www.e-stat.go.jp） 

 

 

○ 現在、政府全体でオープンデータへの取組を推進しているところですが、これらの

取組をリードする総務省として、政府統計の情報提供のかたちを更に高度化すべく検

討を行い、独立行政法人統計センターと協力し、トップランナーとして次のような取

組を進めています。具体的には次の３つです。 

 

①ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 

  ②統計ＧＩＳ機能の強化 

③オンデマンドによる統計作成機能・方策の研究 

 

○ 今般、統計局所管の統計データについて、①のＡＰＩ機能の導入を６月上旬から試

行運用開始します。 

   

更に、②の統計ＧＩＳ機能強化についても、本年秋を目途に試行運用を開始する予

定 です。 

   

統計データの利活用を促進することで、ビジネス活性化や新規事業開発などを支援

してまいります。 

 

 

○ 統計は国家社会の情報インフラであり、今般の取組を進めていくことにより、統計

のより便利で高度な利活用を実現し、社会経済の発展に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 
【統計におけるオープンデータ政策全般】 
統計局統計情報システム課 

      担当：松下補佐 星野係長 
直通 03-5273-1007 
FAX  03-3203-8358 

【研究内容・試行運用関係】 
（独）統計センター 経営企画室 

     担当：赤谷課長代理 
直通 03-5273-1206 
FAX  03-5273-1290 

６月 10 日から試行運用中 

今回（10 月 18 日から）試行運用開始 

参考１ 

 



統計におけるオープンデータの高度化 

  政府統計の中核的機関である総務省統計局は、（独）統計センター

と協力し、大量・多様な統計データの提供方法を次世代化し、データ

の高度利用を可能とする以下の取組を実施 

 オープンデータ推進のトップランナーとして政府の取組を先導 

 ２． 統計ＧＩＳ機能の強化 

 １． ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 

 ３． オンデマンドによる統計作成機能・方策の研究 
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 これにより、官民における統計データ利活用の高度化を促進し、 

新たな付加価値を創造するサービスや革新的な事業の創出などを

支援 



 政府統計のポータルサイト 『e-Stat』 に、新たにＡＰＩ機能（Application 

Programming Interface）を付加するとともに、蓄積された統計データを機

械判読可能な形式に変更することで、次のようなことが可能に 

１ ＡＰＩ機能による統計データの高度利用環境の構築 
－大量・多様な統計データの機械的処理－ 
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６月上旬からユーザー登録制で試行提供を開始予定 
     （統計局所管の統計データによる試行提供によって機能やシステム負荷の検証を実施） 

  統計データ利用の高度化や効率化の環境が構築され、ビジネス活性化 
 や新規事業の開発促進、行政サービス向上などに貢献 

 ① 利用者の情報システムにe-Statのデータを自動的に反映 

 ② ユーザー保有やインターネット上のデータ等と連動させた高度な 
  統計データ分析 



政府統計を、自社のデータや
電子地図、分析ツールなどと
マッシュアップすることによ
り、時系列や地理空間情報に
よる高度な分析が可能 

【活用例】 

民間企業の 
情報システム 

統計情報 
データ 
ベース 

インターネット上の
データ等 

（電子地図、 
  分析ツール等） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

分析 

自社の売上データ等 

自治体の 
情報システム 

公表 

○○県人口動態 
統計調査結果 

e-Stat側のデータが更新さ
れると、ユーザー側の内容
も自動的に更新 

①人手を介さず、データ
更新を自動的に反映 

②ユーザー保有やイン
ターネット上のデータ
等と連動 

連動 

Ａ
Ｐ
Ｉ
機

能 
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  e-Statの統計ＧＩＳ機能を強化し、ユーザー保有データの取り込み分析や

任意に指定したエリアにおけるデータが利用可能になるような機能を開発中 

  

①ユーザーの保有するデータを取り込んで分析する機能の追加 

②任意に指定したエリアにおける統計算出機能の追加       

２ 統計ＧＩＳ機能の強化 

4 本年秋を目途にユーザー登録制で試行提供を開始予定 
      （統計局所管の統計データによる試行提供によって機能やシステム負荷の検証を実施） 

【活用例】 

エリア指定（任意） 

指定された 
エリアの統計 

ユーザー保有
のデータ 

自社売上高 



 公的機関や学術研究などの利用において、 利用者が調査項目を選
択するだけで統計結果を自動的に出力する、新しい形の統計提供
サービスを研究中 

３ オンデマンドによる統計作成機能・方策の研究 
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全国 北海道 青森県

Ａ 農業，
林業

Ｂ 漁業 ・・・
Ｔ 分類不

能の産業
Ａ 農業，

林業
Ｂ 漁業 ・・・

Ｔ 分類不
能の産業

総数（15歳以上） 1260195 282123 435711 378886 977285 222123 375711 379451 282910

男 656876 157533 255536 209623 532692 127533 225536 179623 124184

Ａ 管理的職業従事者 191416 11403 92070 58684 132157 1403 82070 48684 59259

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 220767 59498 100784 55346 185628 49498 90784 45346 35139

・・・

Ｌ 分類不能の職業 244693 86632 62682 95593 214907 76632 52682 85593 29786

女 603319 124590 180175 169263 444593 94590 150175 199828 158726

Ａ 管理的職業従事者 228003 22245 91360 91532 175137 12245 81360 81532 52866

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 178185 56636 37478 77731 141845 46636 27478 67731 36340

・・・

Ｌ 分類不能の職業 197131 45709 51337 127611 35709 41337 50565 69520

15～
19歳

1185020 245179 381871 178115 902184 225179 361871 315134 282836

男 553244 146415 184967 178115 479497 136415 174967 168115 73747

Ａ 管理的職業従事者 223239 91348 80092 54987 196427 81348 70092 44987 26812

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 198228 30820 63136 100098 164054 20820 53136 90098 34174

・・・

Ｌ 分類不能の職業 131777 44247 61739 43030 119016 34247 51739 33030 12761

女 631776 98764 196904 422687 88764 186904 147019 209089

Ａ 管理的職業従事者 234761 78719 97074 24329 170122 68719 87074 14329 64639

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 170529 16900 16617 94245 97762 6900 6617 84245 72767

・・・

Ｌ 分類不能の職業 226486 23145 103213 58445 154803 13145 93213 48445 71683

20～
24歳

626331 162330 115462 227750 475542 152330 105462 217750 150789

男 626331 162330 115462 227750 475542 152330 105462 217750 150789

Ａ 管理的職業従事者 297975 76392 74027 81633 202052 66392 64027 71633 95923

Ｂ 専門的・技術的職業従事者 211700 80929 36018 69976 156923 70929 26018 59976 54777

・・・

Ｌ 分類不能の職業 116656 25009 25417 96141 116567 15009 15417 86141 89

都道府県 産業大分類 

年齢（５歳階級） 

男女 

職業大分類 

集計事項： 
人口・世帯数 

①利用者が調査項目を選択 ②統計結果を自動的に出力 

 これにより、既存の結果表にない任意の多重クロス集計が出力可能
になり、学術研究を始めとする多様なニーズに対応 

※実用化に向けては運営・制度面及び秘匿処理における検討課題がある。 

【イメージ】 

利用者が自らのニーズに合わせ 
希望する項目を組合せ 



 （参考） 統計データのオープン化の現状 

統計結果は、原則インターネット上で公開 

統計局所管統計の結果は、全て公開済み 
データベースやスプレッドシート形式など、データとして利用可能な形式 

報告書には掲載しきれない結果データもインターネット上で公開 
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・統計結果はe-Statにスプレッドシート形式などで掲載することが原則（※） 
※統計調査等業務の業務・システム最適化計画（平成18年３月 各府省ＣＩＯ連絡会議決定） 

・一部府省では、PDFなどユーザーが自由に編集・加工できない形式での公開 

 にとどまる統計もある  

（平成25年５月時点） 



統計ＧＩＳ機能の強化の概要と活用事例 

平成２５年１０月１５日 
 

総 務 省 統 計 局 
独立行政法人統計センター 

参考２ 

http://www.nstac.go.jp/
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 ➀ ユーザーの保有データを取り込んで分析する機能 

 ➁ 任意に指定したエリアにおける統計算出機能 

等を保有する統計GIS （Geographic Information System）機能を提供。 

１．機能の御紹介 

エリア指定（任意） 

指定された 
エリアの統計 

ユーザー保有
のデータ 

自社売上高 
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２．提供データ 

総務省統計局が提供している小地域に係る以下の統計調査結果を提供。 

統計調査名 集計単位 

平成22年国勢調査 

小地域  

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成17年国勢調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成12年国勢調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

統計調査名 集計単位 

平成21年経済センサス
－基礎調査 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成18年事業所・企業
統計調査 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成13年事業所・企業
統計調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 



３．活用事例 （平成22年国勢調査小地域集計の結果を表示－界面グラフ） 
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グラフ表示機能では、 
棒グラフ、円グラフ、 
界面グラフの表示が可能 

許諾番号 Z13LD第847号 
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３．活用事例 （ユーザー保有のデータを表示ージオコーディング） 

○住所を経緯度に変換しての取り込み 
 ユーザー保有のデータを 
 ジオコーディングでプロット 

登録内容 

画面上での入力も可能 

出典：室蘭市 むろらんオープンデータライブラリ 



３．活用事例 （半径指定円－100m） 
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エリア作成機能では、 
半径指定円以外に 
多角形、同心円、 
到達圏等の指定が可能 



３．活用事例 （任意エリアでのプロット集計） 

集計エリア 

集計結果 

プロット 平成22年国勢調査小地域集計 



３．活用事例 （リッチレポート） 
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 中心点と半径を指定するだけで 
 同心円内のエリアについて 
 年齢構成等の基本的な分析結果を 
 Excel形式のレポートとして作成 



４．利用登録 
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（２） 利用規約の確認 

（３） 利用申込み画面へ 

GIS機能を利用するためには、ユーザーID及びパスワードの取得が必要。 

ユーザーID及びパスワード取得の流れは、次のとおり。 

（１） 次世代統計利用システムにアクセス 
    （ http://statdb.nstac.go.jp） 

利用登録のGIS機能
を選択 

※ 10月15日から利用申請が可能となります。ユーザーID及びパスワードは、10月18日午
前10時以降、順次メールにて配信いたします。 

http://statdb.nstac.go.jp/


４．利用登録 
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（５） ユーザーID及びパスワードの取得 

ユーザーID及びパスワード
をメールにて配信 

氏名、メールアドレス等の必要事項
を入力後、送信 

（４） 利用申込み画面 

チェックを忘れずに 

 統計センターにて内容確認 

利用申込みをクリック 



参考．統計ＧＩＳ機能の御紹介（提供機能一覧） 
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ＡＰＩ機能の試行運用状況 

平成２５年１０月１５日 
 

総 務 省 統 計 局 
独立行政法人統計センター 

参考３ 

http://www.nstac.go.jp/


１．ＡＰＩ機能の試行運用状況（概要） 

 総務省及び（独）統計センターは、統計データの高度利用環境の構築のため、本年６
月10日（月）から、統計データにおけるＡＰＩ機能の導入による試行運用を開始 

 10月10日（木）現在で1,198件の利用登録があり、利用件数も順調に増加 

 平成26年度の本格運用に向けて、機能やシステム負荷の検証や利用者からの意見等の
把握を実施中 

1 

統計情報 
データベース 

Ａ
Ｐ
Ｉ
機
能 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 民間企業の 

情報システム 

自治体の 
情報システム 

自動的に 
反映 

自動的に 
反映 

活用例１：利用者の情報シス
テムにe-Statのデータを自動的
に反映 

活用例２：ユーザー保有やイン
ターネット上のデータ等と連動
させた高度な統計データ分析 他の情報・ 

サービス 

政府統計のポータルサイト「e-Stat」に、新たにＡＰＩ機能（Application Programming 
Interface）を付加するとともに、蓄積された統計データを機械判読可能な形式で提供 

【参考】ＡＰＩ機能の概要 



２．ＡＰＩ機能の利用状況（平成25年10月10日現在） 
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登録者数 主な登録者等 

利用登録者総数 1,198 

うちビジネス利用 441 民間企業等 

学術研究 218 大学、研究機関等 

公共機関 64 各府省、都道府県、市町村 

個人利用、その他 475 個人による研究利用等 

利用登録者数 

統計データへのリクエスト件数 

約210万件（123日間累計） 



３．ＡＰＩ機能の利用状況と寄せられた改善意見等 
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ＡＰＩ機能の利用方法 

ＡＰＩ機能の使用感・改善すべき点等 

 e-Statの統計データを取得し、利用者が見やすい形で表示するウェブサイトの構築 

 統計データを一括してダウンロードしデータベースに格納した後、分析等を実施 

 使用感は概ね良好だが、データ量の多い特定の統計表データをダウンロードする際にタ
イムアウトが発生する場合もあり 

 e-Statで提供している統計表との関係の明確化、タグやコードの記載方法、統計データ
の更新情報等について改善要望があった 

ＡＰＩ機能の活用方法に関するアイディア 

 特定の地域に係る統計データを抽出・分析 

 統計データを活用したレポートの自動生成 

 統計を利用した住民サービスに関するＷｅｂアプリの募集   等 



４．ＡＰＩ機能の活用事例の御紹介 

4 

社会・人口統計体系をもとに都道府県別の指標を
地図上に表示 
（日本経済新聞社オープンデータ情報ポータル） 
http://opendata.nikkei.co.jp/article/201306statdb/ 

全国の市区町村の地域情報をランキング化 
（株式会社Ｍ＆Ａバンク） 
http://city.ma-bank.net/ 

上記の他、ＡＰＩ機能の活用事例は以下のとおり。 
•各地域の統計表を自動的に表示するための各種検討 
•先進的なＡＰＩの利用に関する組織内における技術試用・ノウハウ取得 

地域別のエネルギー消費量及びＣＯ２消費量の推計（埼玉大学経済学部社会環境設計学科 外岡研
究室） 
（また、統計ＡＰＩ機能のPostgreSQL/PostGISにおける活用についても検討し、発表予定

（http://www.postgresql.jp/events/jpug-pgcon2013）） 

http://opendata.nikkei.co.jp/article/201306statdb/
http://city.ma-bank.net/
http://www.postgresql.jp/events/jpug-pgcon2013
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 引き続き、機能やシステム負荷等の検証や利用者からの意見等の把握を行い、
平成２６年度中にe-Statに同機能を整備し、各府省の統計データの利用が可能
となる本格運用を目指してまいります。 

（連絡先） 
【統計におけるオープンデータ政策全般】 

統計局統計情報システム課 
担当：松下補佐 並木係長 
直通 03-5273-1007 
FAX  03-3203-8358 

【試行運用に係る利用方法等関係】 
（独）統計センター 経営企画室 

担当：赤谷課長代理 
直通 03-5273-1206 
FAX  03-5273-1290 
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